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研究成果の概要（和文）：シカやイノシシの生息数増加と分布拡大が引き続き全国的に進行していることから，
地域に根ざした長期的なビジョンの明確化と実質化が不可欠と確認された。被害対策や個体群管理のための捕獲
事業も，依然としてそのほとんどが趣味として狩猟に従事するハンターに依存していた。こうした課題を解決す
るには，地域の柔軟なガバナンスを支える制度作りが有効と考えられる。また，欧米における鳥獣管理システム
の選択的導入にも効果が期待される。

研究成果の概要（英文）：Since the population increase and the distribution expansion of deer and 
wild boar are continuing nationwide, the clarification of the long-term and community-rooted 
wildlife management vision are indispensable. Capture for nuisance control and population control 
are mainly conducted by recreational hunters. To solve these problems, the making of system to 
support local flexible governance may be effective. In addition, an effect is expected in the 
selective introduction of the wildlife management systems used in Europe and North America.
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 

 近年，全国的にニホンジカやイノシシの

増加・分布拡大が急速に進んだ。著しい農

林業被害は慢性化し，激化する鳥獣害が「農

山村の空洞化」を加速させる重要因子とし

て注目されている。加えて，被害は農山村

に限定されることなく，都市部への出没も

頻発するようになった。 

 しかし，農山村研究と野生動物管理学研

究との連携は不十分であり，空洞化が危惧

される農山村地域に特化した鳥獣生息数や

被害量の定量的変動予測は進んでいない。

このような地域における効率的な個体数調

整のための手法や体制も十分に検討されて

おらず，捕獲個体の処理や資源的活用の体

制も未整備のまま残されている。また，市

街地に溢れ出た鳥獣を対象とする，都市環

境の整備・管理も急務となっている。 

 

２．研究の目的 

(1) 農山村地域における諸施策の立案に

有用な生物学的基礎情報を充実させ，「鳥

獣の存在を内面化させた農山村」の将来像

の構築に資する。併せて，農村計画学と野

生動物管理学との連携強化による，農山村

研究の体制拡充にも貢献する。 

(2) これまで農村集落の居住者が担って

きたシカ捕獲を，林業従事者等が主体とな

り森林管理の一環で実施する，あるいは専

門的捕獲技術者が捕獲を担う体制整備に資

する実施事例を収集する。 

(3) 夜間のシカ狙撃に多数の実績を持つ

米国の民間業者の視察ならびに狙撃の実射

訓練に参加することにより，海外で成果を

上げている効果的な夜間銃猟実施に関わる

基礎情報を収集する。 

(4) 捕獲鳥獣の資源活用の歴史的な背景，

現状の課題，今後の目指すべき方向性を整

理し，適切な捕獲個体の資源化に向けて基

盤整備を行う。 

(5) 農山村地域に近く，イノシシが定着し

ている市街地に居住する住民の意識調査を

実施し，適切な普及啓発事業の在り方を明

確化する。 

 

３．研究の方法 

(1) 人口減少率が全国で最も高い水準に

ある東北日本海側（多雪帯）を対象に，野

生動物管理に関する現行施策と各関係者の

課題意識の評価を目的に，６市町村を対象

に現地視察とヒアリングを実施した。なお，

山形県園芸農業推進課が進める鳥獣対策モ

デル地域事業に指定された鶴岡市と天童市

については，より詳細に上記の評価を行っ

た。また，「野生生物と社会」学会のテー

マセッションを開催し，合意形成論や社会

心理学など専門家を交えて，得られた課題

の整理と共有を試みた。 

 水田水域をモデルケースに，人口減少社

会下における二次的自然の維持管理の課題

を抽出し生物多様性の保全方策についても

検討した。さらに，新規狩猟者を対象とし

たアンケート調査（回答数 758 名）により，

担い手育成に係る政策課題を抽出した。 

(2) 再造林地において林業事業体が自主

的あるいは試験的に実施している事例を，

西日本地域を中心に現地視察ならびに聞き

取り調査を通じ収集した。併せて，林業事

業体における専門的捕獲技術者の導入を想

定し，少人数で実施できる捕獲技術を検討

するために，(3)の調査に同行し情報収集を

行った。 

(3) 米国におけるシカ類の個体群管理の

現場で多数の実績を有するホワイトバッフ

ァロー社（米国コネチカット州）における

聞き取り調査を実施した。併せて，空洞化

が進む農山村地域における専門的捕獲技術

者の導入を想定し，少人数で実施できる捕

獲技術の検討を目的に同社が実施する捕獲

従事者のトレーニングに参加した。 

(4) 捕獲鳥獣の資源活用を展開している

諸地域ならびにイノシシが定着している神

戸市内の諸地区において，聞き取り調査な

らびにアンケート調査（回答数 185 名）を

実施した。 

 

４．研究成果 

(1) 東北日本海側では，ニホンジカやイノ

シシなどの新たな哺乳類の分布回復が近年

になって顕在化しはじめていた。ニホンジ

カ（オス）は突発的に各地（住宅地を含む）

に出没する傾向がある一方，イノシシは個

体群ソースのある太平洋側（寡雪地）から

徐々に広がりを見せるという違いが確認さ

れ，イノシシによる農業被害についてはこ

こ数年で深刻な社会問題として認識される



段階に至っていた。鳥獣対策特措法や鳥獣

保護管理法施行以降，これら新規流入個体

群を含めて，すでに被害が深刻化している

他地域と同様の管理・対策事業は行政主導

で進められるようになった。一方で，農村

の人・土地・むら（集落機能）の空洞化が

著しく進行する市町村では，「手段」であ

るべき対策事業の維持・推進が「目的」と

され，そうした事業がより一層地域の疲弊

につながっているケースも散見された。農

村の空洞化に伴い，農村集落の中長期的ビ

ジョンが不透明化するなか，住民間で合意

できる鳥獣管理の目標が立てられないこと

が多くの集落の共通課題として確認された。 

課題の整理・共有を目的とした研究集会

では，上記の課題を乗り越えるためには鳥

獣管理と地域の将来ビジョンを有機的に結

びつける試みの必要性が指摘され，そうし

た試みを実現するための地域の柔軟なガバ

ナンスを支える制度作りの必要性が提言さ

れた。なお，この成果は学術誌「野生生物

と社会」の特集記事として採録予定である。 

 水田水域をモデルとする調査からは，今

後人口減少が進む中では管理にかかる担い

手と予算の縮小が予想されるため，粗放化

等による管理作業の省力化，保全優先度が

高いと考えられる場所への保全努力の選択

と集中を検討する必要があると考えられた。 

 新規狩猟者のアンケート調査の結果，現

時点では鳥獣被害対策を目的として罠免許

の取得者が多いことが明らかとなった。有

害鳥獣捕獲への参加や捕獲技術の習得に対

する要望が高かったことから，講習会等を

開催して捕獲技術の習得機会を設けると共

に，所有農地における自衛的捕獲の推進の

ために，自治体が定める参加要件を緩和し

個人捕獲を許可することが必要と考えられ

た。また，狩猟に積極的な態度を示す新規

取得者は広域での管理捕獲の担い手として

期待できるため，捕獲技術の習得支援と合

わせて管理捕獲への参加促進も重要な施策

となる可能性があることも示された。 

(2) 林業事業体が捕獲を実施している事

例では，森林管理作業と連動させることを

想定し囲いワナによる捕獲を実施しており

一定の成果を上げていた。ただし，地域に

よって管理作業の工程が異なる場合もあっ

たことから，状況に応じた体制を検討する

必要があると考えられた。ヒアリングを行

ったホワイトバッファロー社は，銃器を用

いた捕獲方法を主に実施しており，夜間捕

獲の実績も多数あることから，実施に際し

ての装備，手順および体制についての情報

を得た。銃器等の装備については国内法と

の整合性を取る必要性はあるが，体制面で

は林業事業体での適用は十分に可能と考え

られた。 

(3) 夜間銃猟にあたっての，先進事例の情

報を収集することができた。夜間狙撃はシ

カ管理の最終手段であり，射手はシカ個体

群の警戒心を増大させないように，群れを

全滅させることが求められる。そのために

は，群れの全てのシカの脳を狙撃すべきで

あるが，それには徹底的な訓練が必要であ

ることを確認した。今後，我が国で夜間狙

撃を安全かつ効果的に推進していく上で，

捕獲従事者に高度な射撃技術を訓練するプ

ログラムの構築が必要であると考えられた。 

(4) 神戸市内や天上川にイノシシが出没

する要因について，回答者の半数以上が「餌

付け行為が原因である」と回答したことか

ら現状の普及方法で，餌付けに対する理解

は浸透していると考えられるものの「山に

餌がないから」と誤解している回答も多か

ったことから，現在の六甲山系がイノシシ

の食物資源は豊富な好適環境であることを

伝えていく必要性が高いことが示唆された。 

 

 図 市街地の出没要因を訪ねた結果 

 

 資源的活用については，以下の 6 点，①

捕獲現場から一貫したデータ管理と資源量

予測，②物流と拠点のシステム，③安全性

の監視システムの構築―疾病管理と衛生管

理―，④資源量と廃棄量のトレードオフ，

⑤減容化による廃棄量とコストの削減，⑥

地域社会と連携した出口管理，として整理

し書籍化した。家畜とは異なる自然資源の



活用には，十分な設備基盤の整備と人材育

成，つまり社会基盤整備が欠かせないこと

が明らかとなった。また，現状で行われて

いる資源化の取り組みで最も脆弱な問題，

食資源化における衛生管理については，狩

猟教育者と料理研究家とともに普及書の作

成を行った。 

(5) 上記，(1)〜(4)の成果により人口減少

時代における野生動物対策の論点や課題が

抽出され，農山村研究と野生動物管理学的

研究との接点を明確化することができた。 
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